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結氷率４０％の滝� １/１０撮影 結氷率確認に必須な目安写真

第６回

ひのはらトップランナー
～一人一人、みんなトップランナー～

払沢の滝 冬まつり

実行委員会

取材へのご協力、ありがとうございました。

　１９８８年頃に本宿の住民を中心に立ち上がり、今年で３９回目を迎えます。
　現在は約３０名の仲間が集い、氷瀑クイズや氷のオブジェ製作、Instagramフォトコンテストなどを通して、冬の払沢
の滝を楽しく盛り上げています。
　この活動を通して観光客の方には他の地域にも巡ってもらい、村全体に波及できれば嬉しいです！

Ｑ．冬の払沢の滝や村の魅力は？Ｑ．冬の払沢の滝や村の魅力は？

Ｑ．結氷率はどのように確認していますか？Ｑ．結氷率はどのように確認していますか？

Ｑ．活動の課題はありますか？Ｑ．活動の課題はありますか？

Ａ．静けさですね。
　　木の葉が落ちて渓谷や山肌が
　　あらわになるのも美しいです。

Ａ．担当者が日替わりで朝８時に滝のチェックに行きます。
　　写真を撮り目安写真と見比べて結氷率を決めています。
　　寒い日は「きっと凍ってるぞ～！」とワクワクしなが
ら向います！

　　凍ってないとガッカリします。笑

Ａ．滝が凍らないこと！
　　２０１２年に先代よりこの活動を引き継いでから
　　完全結氷は一回（２０１８年）だけなんです。
　　ここ数年、最高結氷は７０％前後。
　　条件としては水が少なくて風が強いこと。
　　マイナス６～７℃が一週間ほど続くと凍ります。
　　水が少ない点では今年は好条件。
　　凍ってくれないかな～！

Ｑ．今後の展望は？Ｑ．今後の展望は？

Ａ．情報発信に力を入れていきたいです。
　　あきる野商工会やフレア五日市に協力

してもらうなど、外部との繋がりも考
えていきたいです。

Ｑ．村の皆さんにＱ．村の皆さんに
　　お願いがあれば…　　お願いがあれば…

Ａ．ぜひ見に来てもらいたい。
ＳＮＳをやっていればぜひ
発信してもらいたいです。

　　宣伝になるので♪

毎シーズン５回ほど
会議を開きます

１２月中旬から始まる
氷のオブジェ作り

和気あいあいとした雰囲気♪

氷瀑クイズは北海道、沖縄からも
応募があります。

委員長　髙木健一さん
会　計　髙木卓哉さん
芦川雅一さん
中澤大樹さん
松本圭史さん
林陽浩さん
髙橋政樹さん
齊藤隼人さん
松村哲朗さん
吉沢大志さん
清田直博さん

実行委員メンバー実行委員メンバー

�（※取材時参加メンバー）（順不同）
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陳情・委員会報告

【陳情の趣旨】
　檜原村内の小・中学校における月間、年間の「いじめ」の認知件数を、村のホームページで公開して
いただきたい。

委員間での主な意見

○	檜原村は、小中学校が 1校ずつという状況から、「いじめ」の認知件数を公開することにより関係者等
が特定されやすく、様々な影響が想定される。

○聞き取り調査を行った結果として、「いじめ」の認知件数の公開について公開を要望するといった声が
無かった。

○「いじめ」については内容や背景が１件１件異なるもので、数値化すること自体意味を持たない。認
知件数を公開しても「いじめ」を減らすことに繋がるとは考えにくい。

　といった意見がありました。

委員会での審査結果は全会一致で「不採択とすべきもの」となり、その後、本会議で「不採択」
が議決されました。

　本年７月４日に斜面崩落が発生した現場です。もともと吹付工
がなされていましたが、長年の雨水等による影響により崩落し、
電線の移設や２次災害防止対策を慎重に施したため、時間を要し
たとのことでした。
　令和７年１２月３日現在、法枠工が施され、併せて鉄筋挿入工が
行われている状況でした。この後、落石防護網を設置し工事は完
了しました。
　工期が６か月弱に及び、地元住民や小林家住宅に向かう観光客
の方々には、大変なご不便をおかけしましたが、ようやく全面開
通となりました。

陳情第３号
　檜原村内の小・中学校における月間・年間の「いじめ」の
　認知件数を村のホームページで公開すること

「村道第６７号総角沢線」について

総務委員会

産業建設委員会

７月４日の崩落時 法枠吹付時 復旧完了後

通れるじゃが～♪

１２月３日委員会にて現場を確認しました
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令和７年第４回定例会で 
審議された議案と議決結果

議長　野村　雅巳　　○＝賛成　×＝反対

区分 議　　案　　名

1 2 3 5 6 7 8

議
決
結
果

松
岡　

賢
二

山
嵜　

源
重

嶋
﨑
佐
有
理

田
中　

惣
一

青
木　

亮
輔

中
村　

賢
次

峰
岸　
　

茂

契約 第58号 やすらぎの里自家発電設備設置工事請負契約について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

条
例

第59号 檜原村職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

第 60号 檜原村特別職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

第 61号
檜原村議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の
一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

第 62号
檜原村放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

第 63号
檜原村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

第 64号
檜原村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

第 65号 檜原村後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

第 66号
檜原森のおもちゃ美術館条例の一部を
改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

指
定
管
理

第 67号 檜原村商業施設の指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

第 68号
檜原村じゃがいも焼酎製造等施設の
指定管理者の指定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

補
正
予
算

第 69号 令和７年度檜原村一般会計補正予算（第３次） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

第 70号
令和７年度檜原村国民健康保険特別会計補正予算
（事業勘定第２次、診療施設勘定第２次）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

第 71号
令和７年度檜原村東京都都民の森管理運営事業特別会計
補正予算（第２次）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

第 72号
令和７年度檜原村介護保険特別会計補正予算
（第３次）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

第 73号 令和７年度檜原村簡易水道事業会計補正予算（第３次） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

第 74号 令和７年度檜原村下水道事業会計補正予算（第２次） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

陳
情 第3号

檜原村内の小・中学校における月間、年間の「いじめ」の
認知件数を村のホームページで公開することに関する陳情

× × × × × × × 不採択

議　　員　　名

議席番号

この議案を
Pick UP！

この議案を
Pick UP！
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Pick UP

議案 Pick UP

議案第６６号

檜原森のおもちゃ美術館条例の一部を改正する条例

議案第６８号

檜原村じゃがいも焼酎製造等施設の指定管理者の指定について

問　使用料金、 村外大人 1,600 円の算出根拠は。
答　村外の大人及び子供の使用料上限を改定する条例。物価高騰や賃
金上昇などに適応した使用料に適宜改定できるようにし、当該施設
の安定した管理運営体制を図るもの。

　算出根拠は福岡のおもちゃ美術館が上限 1,600 円というところを踏
まえた。

　料金改定の具体的な額はまだ決定していない。指定管理者と協議を
して決定していきたい。

問　原料となるジャガイモの安定的な生産をどのように考えているか。
答　檜原村じゃがいも栽培組合と連携を図っており、足りない年度等
は個人からの買取りも行っている。村としても休耕地の検討や、獣
害対策等で支援していきたい。

　事業者は年間約２トンから３トンは受け入れたいとしているが、実
際は１トンから２トン程度の確保しかできていない。目標数値を超
えられるぐらいの生産量ができるよう、耕作支援をしていきたい。

問　外注費の増額について。
答　海外進出の販路拡大のため仲介者への事業費と、ヒノキの製油製
造で増えたと伺っている。

〈上限額の改定表〉

区　　分 1 日券 平日半年券

大人（中学生以上） 1,000 円→ 1,600 円 3,000 円→ 4,800 円

子ども（小学生以下）  700 円→ 1,200 円 2,100 円→ 3,600 円

※今回の改正は、上限額の改正ですので、現在の使用料は変更となっておりません。

「ひのはらファクトリー」の外観

檜原森のおもちゃ美術館

じゃがいもから焼酎を製造しています

村内の方の使用料は

変わらないじゃが。
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Pick UP

補正予算を Pick UP歳出

クマとのトラブル予防！？

クマ出没で出動！

小岩に村営住宅新設！使う木材は？

熊対策関連経費

野生獣出没時対応委託料

村営住宅（小岩地区）建築工事

問　内容について伺いたい。
答　熊スプレーと熊用の鈴を購入し、関係施設への設置、また関係者への貸
し出し等を行っていきたいと考えている。熊スプレーについては 80 本前
後、熊鈴については 30 個の購入を計画している。

問　熊スプレーについて、今、在庫が少なくなっているような状況で、既に
目星はつけていて、確保はしているのか。

答　いくつか村でも確保しているが、事業者に確認をしたところ、ある程度
確保はできるという話をしている。これまでと同様のスプレーを早急に購
入することは可能と考えている。

問　内容を伺いたい。
答　クマなどの野生動物が村内に出没した際、猟友会などに現地対
応をお願いするための委託料である。今年度はクマの出没対応が
すでに 32 回あり、今後も出没が想定されることから、住民の安
全を確保し、迅速な対応を続けるため、委託料を 50 万円増額し
て予算計上した。

問　内容について伺いたい。
答　敷地面積が 268.9 平米、約 81 坪、建築面積が 63.62 平米、約 19 坪で 2LDK の平家建ての 1世
帯分の住宅を建築する予定。

問　檜原産材の活用は検討しているか。
答　檜原産材に限定したいところではあるが、調達が難しいことと金額の関係もあり、設計業者と
協議した結果、多摩産材認証協議会の認証した認証材を使用することとしている。

問　過去に檜原森のおもちゃ美術館では材料支給がされていたが難しいのか。
答　檜原産材の材料支給は今後、新規住宅を建設する際に検討したい。

新

通報があれば時間を問わず対応している

熊スプレーと熊鈴
（実際のものとは異なります）

増

増
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一
般
質
問

問　

檜
原
村
は
村
内
の
空
き
家
を

所
有
者
か
ら
取
得
し
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
に
取
得
し
た
村
内
の
空
き

家
数
と
地
区
名
は
。

答　

上
元
郷
、
下
川
乗
、
小
岩
の

３
地
区
、
３
棟
で
あ
る
。

問　

小
岩
地
区
の
空
き
家
を
宿
泊

施
設
に
整
備
す
る
よ
う
提
案
し
た

い
。

答　

村
内
に
宿
泊
施
設
が
少
な
い

と
感
じ
て
い
る
。
こ
の
空
き
家
の

宿泊施設などを整備し宿泊施設などを整備し
観光や地域振興につなぎたい観光や地域振興につなぎたい

村が所有する村が所有する
空き家の利活用と空き家の利活用と
地域振興について地域振興について

峰岸　茂　議員峰岸　茂　議員

一般質問登壇７人　村 政を問う

動画はこちらから

１２月議会の一般質問は１１月２８日に行われました。内容は、要約して掲載しています。

中
に
は
、
過
去
に
民
宿
な
ど
を
営

ん
で
い
た
古
民
家
も
あ
る
の
で
、

宿
泊
施
設
な
ど
に
整
備
し
観
光
や

地
域
振
興
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。

問　

北
部
地
区
に
は
、
ひ
の
は
ら

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
、
お
も
ち
ゃ
美
術

館
、
神
戸
マ
ス
釣
場
、
神
戸
岩
、

郷
土
資
料
館
な
ど
、
村
を
代
表
す

る
観
光
施
設
や
景
勝
地
が
多
く
あ

る
が
、
宿
泊
施
設
が
な
い
の
で
空

き
家
を
宿
泊
施
設
に
整
備
し
て
ほ

し
い
。

答　

青
梅
沿
線
で
Ｊ
Ｒ
と
沿
線
ま

る
ご
と
ホ
テ
ル
化
事
業
を
展
開
し

て
い
る
株
式
会
社
さ
と
ゆ
め
の
事

業
に
注
目
し
て
い
る
。
こ
の
３
軒

の
古
民
家
を
中
心
に
利
活
用
す
る

た
め
の
移
住
定
住
計
画
策
定
業
務

委
託
契
約
を
、
こ
の
会
社
と
締
結

し
宿
泊
施
設
な
ど
に
活
用
で
き
な

い
か
検
討
し
て
い
る
。

物
件
の
状
況
、
改
築
費
用
、
立
地

条
件
、
採
算
性
な
ど
を
調
査
い
た

だ
き
、
調
査
結
果
に
よ
り
事
業
化

す
る
か
判
断
し
た
い
。

問　

全
国
的
に
子
ど
も
た
ち
の
居

場
所
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

檜
原
村
に
お
い
て
も
「
子
ど
も
同

士
が
放
課
後
や
休
日
に
集
え
る
場

所
が
少
な
い
」、「
保
護
者
の
就
労

な
ど
で
見
守
り
の
目
が
届
き
に
く

い
」
と
い
っ
た
声
も
聞
か
れ
る
。

地
域
の
力
で
居
場
所
を
つ
く
っ
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と

考
え
、
以
下
に
つ
い
て
伺
う
。

①
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り

は
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
や
孤
立

防
止
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

再
生
と
も
関
係
し
て
く
る
。
村
と

し
て
今
後
ど
の
よ
う
な
方
向
性
が

考
え
ら
れ
る
か
。

②
国
や
都
の
補
助
金
を
活
用
し
た

事
業
導
入
等
の
可
能
性
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　

①
子
ど
も
・
若
者
本
人
が
、

そ
こ
を
居
場
所
と
感
じ
る
か
ど
う

か
と
い
う
点
で
、
子
ど
も
・
若
者
、

ま
た
保
護
者
の
意
見
を
丁
寧
に
聞

き
取
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

②
子
ど
も
食
堂
等
に
つ
い
て
、
国

や
都
の
補
助
金
制
度
を
活
用
す
る

可
能
性
は
あ
る
。

問　

表
に
出
に
く
い
小
さ
な
孤
立

や
、
将
来
的
な
リ
ス
ク
と
な
り
得

る
兆
し
を
ど
の
よ
う
に
す
く
い

取
っ
て
い
く
の
か
、
聞
き
取
り
手

法
な
ど
今
後
の
方
向
性
は
。

答　

日
常
の
何
気
な
い
場
な
ど
の

機
会
を
捉
え
、
具
体
的
に
子
ど
も

た
ち
の
思
い
を
聞
い
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

具体的に子どもたちの具体的に子どもたちの
思いを聞いていきたい思いを聞いていきたい

檜原村における檜原村における
子どもたちの居場所子どもたちの居場所
づくりについてづくりについて

田中　惣一　議員田中　惣一　議員

動画はこちらから
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一
般
質
問

問　

①
払
沢
の
滝
近
く
に
建
設
予
定
の

観
光
拠
点
の
基
本
設
計
が
行
わ
れ
る

が
、
村
の
事
業
者
や
住
民
の
声
を
反
映

す
る
取
組
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る

か
。

②
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
村
か
ら
の
情
報

発
信
に
つ
い
て
以
前
、
質
問
・
提
案
し

た
が
、
そ
の
後
の
進
捗
は
い
か
が
か
。

答　

①
払
沢
の
滝
の
観
光
に
関
わ
る
事

業
者
や
観
光
協
会
等
か
ら
意
見
を
聴
取

し
、
で
き
る
限
り
反
映
さ
せ
た
い
。

②
現
在
、
檜
原
村
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ポ
リ
シ
ー
の
内
容
確
認
、
ア
カ
ウ
ン
ト

の
取
得
な
ど
の
準
備
作
業
を
行
っ
て
い

る
。

問　

①
観
光
施
設
は
な
る
べ
く
多
く
の

事
業
者
の
意
見
を
聞
く
べ
き
と
思
う

が
、
意
見
聴
取
は
幅
広
い
観
光
事
業
者

の
参
加
も
想
定
さ
れ
て
い
る
か
。
幅
広

い
村
民
の
意
見
も
取
り
入
れ
る
機
会
、

例
え
ば
住
民
参
加
型
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
す

る
考
え
は
な
い
か
。

②
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
運
用
開
始
時
期
の
め
ど
は
。

答　

①
近
隣
事
業
者
を
含
め
、
観
光
協

会
か
ら
の
意
見
を
な
る
べ
く
反
映
で
き

る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
。
自
治
会
な

ど
近
隣
の
住
民
の
意
見
も
踏
ま
え
た

い
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
予
定
は
な
い
。

②
令
和
７
年
度
中
の
な
る
べ
く
早
い
時

期
に
運
用
を
開
始
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。

問　

国
内
で
は
多
く
の
自
治
体
で
都
市

計
画
法
に
基
づ
く
都
市
計
画
区
域
の
指

定
が
さ
れ
、
乱
開
発
な
ど
を
防
ぐ
手
段

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
乱
開
発
を

防
ぐ
手
段
と
し
て
都
市
計
画
区
域
の
指

定
は
有
効
な
手
段
と
考
え
る
が
い
か
が

か
。

答　

都
市
計
画
法
は
健
全
な
都
市
整
備

や
市
街
地
開
発
な
ど
の
目
的
が
基
本
と

な
る
法
律
で
あ
り
、
村
に
は
そ
ぐ
わ
な

い
と
考
え
る
。
都
市
計
画
の
区
域
指
定

は
指
定
要
件
が
あ
り
、
都
道
府
県
が
指

定
す
る
た
め
、
村
で
区
域
指
定
の
検
討

を
行
っ
た
こ
と
は
な
い
。
紛
争
予
防
条

例
並
び
に
環
境
保
全
条
例
に
よ
り
規
制

は
強
化
さ
れ
、
森
林
法
や
農
地
法
な
ど

の
関
連
法
に
よ
り
、
村
の
環
境
は
保
持

さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

都
市
計
画
に
準
じ
た
準
都
市
計
画

に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
は
い
か
が
か
。

都
市
計
画
区
域
の
よ
う
な
区
域
区
分
や

用
途
地
域
の
指
定
は
な
い
が
、
一
定
規

模
の
開
発
行
為
に
規
制
を
か
け
ら
れ

る
。

答　

準
都
市
計
画
区
域
の
指
定
要
件
と

し
て
は
多
数
の
住
宅
等
が
建
設
さ
れ
、

今
後
も
建
設
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
、
現

状
放
置
す
る
と
将
来
的
な
都
市
の
整
備

や
開
発
・
保
全
に
支
障
を
来
す
可
能
性

が
あ
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
、
都
へ
準
都

市
計
画
区
域
の
指
定
を
要
請
す
る
こ
と

は
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

払沢の滝の観光施設には払沢の滝の観光施設には
事業者や観光協会の意見を事業者や観光協会の意見を
反映させたい反映させたい

開かれた村政の開かれた村政の
実現について実現について

松岡　賢二　議員松岡　賢二　議員

動画はこちらから

都
市
計
画
、
準
都
市
計
画
の
区
域
指
定
要
請
は
考
え
て
い
な
い

都
市
計
画
、
準
都
市
計
画
の
区
域
指
定
要
請
は
考
え
て
い
な
い

村
の
環
境
を
守
る
政
策
に
つ
い
て

村
の
環
境
を
守
る
政
策
に
つ
い
て

守っていきたい村の豊かな自然
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一
般
質
問

問　

10
月
５
日
、
第
13
回
東
京
ヒ
ル
ク

ラ
イ
ム（
檜
原
村
自
転
車
レ
ー
ス
大
会
）

が
実
施
さ
れ
た
。
参
加
応
募
者
３
２
９

名
の
う
ち
当
日
参
加
者
は
２
８
６
名
で

２
８
０
名
が
完
走
し
た
と
聞
い
た
。

開
催
当
初
は
沿
道
で
応
援
す
る
住
民
の

姿
が
多
く
見
ら
れ
た
が
、
近
年
は
沿
道

に
出
て
応
援
す
る
住
民
も
少
な
く
な
っ

て
い
る
。

そ
こ
で
伺
う
。

①
「
檜
原
村
自
転
車
レ
ー
ス
大
会
」
の

目
的
及
び
意
義
に
つ
い
て
。

②
「
檜
原
村
自
転
車
レ
ー
ス
大
会
」
が

村
に
も
た
ら
す
効
果
は
。

答　

①
地
域
振
興
と
地
域
の
活
性
化
を

図
り
、
村
が
自
転
車
利
用
者
の
先
進
的

な
モ
デ
ル
地
区
と
な
る
こ
と
を
目
指
す

と
と
も
に
、
村
の
Ｐ
Ｒ
に
繋
が
る
こ
と

を
目
的
及
び
意
義
と
し
て
い
る
。

②
大
会
の
た
め
の
練
習
で
村
内
を
走
行

す
る
こ
と
で
、
商
店
に
立
ち
寄
る
こ
と

や
、
改
め
て
観
光
に
訪
れ
る
こ
と
で
、

関
係
人
口
の
増
加
に
繋
が
る
効
果
は
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

問　

来
年
以
降
の
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
大
会

は
今
年
の
大
会
を
踏
襲
し
た
方
法
で
行

う
の
か
。

答　

今
年
と
同
様
の
方
法
で
実
施
す
る

予
定
で
あ
る
。

問　

令
和
９
年
は
第
15
回
大
会
に
な
る

が
、
記
念
大
会
と
し
て
実
施
す
る
考
え

は
あ
る
か
。

答　

現
在
そ
の
よ
う
な
計
画
は
な
い

が
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

東
京
都
で
は
年
齢
が
満
70
歳
に
な

る
方
に
、
申
請
に
よ
り
シ
ル
バ
ー
パ
ス

を
発
行
し
て
い
る
。

こ
の
シ
ル
バ
ー
パ
ス
は
都
内
の
交
通
機

関
、
都
営
地
下
鉄
・
都
電
・
都
営
バ
ス
・

都
内
の
民
営
バ
ス
19
社
（
西
東
京
バ
ス

を
含
む
）
な
ど
で
乗
車
時
シ
ル
バ
ー
パ

ス
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
都
内
で
乗
り

降
り
す
る
限
り
無
料
で
利
用
で
き
る
。

そ
こ
で
伺
う
。

70
歳
以
上
の
村
民
の
何
人
に
発
行
さ
れ

て
い
る
か
。

答　

東
京
都
の
支
援
の
下
、
一
般
社
団

法
人
東
京
都
バ
ス
協
会
が
実
施
し
て
い

る
事
業
で
あ
り
、
檜
原
村
で
何
人
に
発

行
さ
れ
て
い
る
か
は
、
東
京
都
に
よ
る

公
表
は
な
い
。

問　

檜
原
村
の
高
齢
者
に
と
っ
て
公
共

交
通
の
バ
ス
は
こ
れ
か
ら
益
々
必
要
不

可
欠
な
も
の
に
な
る
。
ま
た
、
免
許
証

を
返
納
さ
れ
た
方
も
バ
ス
利
用
に
移
行

し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
提
案
す
る
。

シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
発
行
費
用
を
村
が
補

助
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答　

何
人
の
方
が
シ
ル
バ
ー
パ
ス
を
利

用
し
て
い
る
か
把
握
し
て
い
な
い
た

め
、
今
後
行
う
予
定
の
「
介
護
予
防
・

日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
」
で
利
用

状
況
に
つ
い
て
の
設
問
を
加
え
、
状
況

把
握
を
行
お
う
と
考
え
て
い
る
。
そ
の

結
果
を
踏
ま
え
、
包
括
的
に
検
討
し
て

い
く
。

来年以降も同様に実施する来年以降も同様に実施する

檜原村檜原村
自転車レース大会自転車レース大会
についてについて

中村　賢次　議員中村　賢次　議員

動画はこちらから

状
況
把
握
を
行
い
発
行
費
用
の
補
助
に
つ
い
て

状
況
把
握
を
行
い
発
行
費
用
の
補
助
に
つ
い
て

包
括
的
に
検
討
す
る

包
括
的
に
検
討
す
る

「
東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス
」
に
つ
い
て

「
東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス
」
に
つ
い
て

シルバーパス
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一
般
質
問

問　

２
０
１
５
年
に
策
定
さ
れ
た
「
観

光
ビ
ジ
ョ
ン
」の
更
新
予
定
は
あ
る
か
。

答　

第
６
次
総
合
計
画
を
踏
ま
え
次
年

度
以
降
に
更
新
す
る
考
え
。
策
定
に
あ

た
っ
て
は
、
よ
り
多
く
の
方
々
と
の
意

見
交
換
の
場
を
設
け
様
々
な
意
見
を
集

約
し
策
定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

第
２
回
定
例
会
で
村
長
か
ら
、
払

沢
の
滝
周
辺
を
観
光
拠
点
と
し
て
整
備

し
て
い
く
方
針
が
示
さ
れ
た
。
払
沢
の

滝
エ
リ
ア
の
具
体
的
な
範
囲
は
。

答　

エ
リ
ア
は
払
沢
の
滝
入
口
バ
ス
停

を
中
心
に
、
や
す
ら
ぎ
の
里
ま
で
の
遊

歩
道
や
中
学
校
裏
の
天
正
の
道
を
含
め

た
地
域
で
あ
る
。
整
備
に
当
た
り
統
一

性
を
持
っ
た
案
内
表
示
板
の
設
置
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
な
ど
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
進
め
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。
払
沢
の
滝
周
辺
の
観
光
整
備
を
進

め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
村
内
の
他
の
観

光
エ
リ
ア
へ
広
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。

問　

四
季
の
里
解
体
工
事
の
進
捗
、
近

隣
事
業
者
・
住
民
へ
の
配
慮
、
工
期
、

ま
た
観
光
拠
点
化
に
関
す
る
意
見
収
集

方
法
は
。

答　

防
音
・
防
塵
シ
ー
ト
設
置
や
車
両

整
理
な
ど
最
善
の
注
意
を
払
い
施
工
す

る
。
工
期
は
「
１
月
下
旬
頃
か
ら
約
１

か
月
程
度
」
で

あ
る
。
意
見
収

集
は
ア
ン
ケ
ー

ト
や
ヒ
ア
リ
ン

グ
、
意
見
交
換

を
行
い
整
備
計

画
を
策
定
し
て

い
く
。

払沢の滝周辺を払沢の滝周辺を
村の観光拠点として村の観光拠点として
整備を進めていく整備を進めていく

観光拠点整備と観光拠点整備と
観光ビジョンに観光ビジョンに
ついてついて

嶋﨑　佐有理　議員嶋﨑　佐有理　議員

動画はこちらから

問　

檜
原
村
は
国
に
先
駆
け
て
令
和
４

年
か
ら
帯
状
疱
疹
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

つ
い
て
補
助
が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
ま

で
の
任
意
接
種
か
ら
定
期
接
種
に
な
る

と
い
う
が
福
祉
の
後
退
と
言
わ
ざ
る
を

え
な
い
。
理
由
を
聞
き
た
い
。

答　

令
和
７
年
４
月
か
ら
予
防
接
種
法

に
基
づ
く
定
期
の
予
防
接
種
に
な
っ
た
。

問　

国
に
先
駆
け
て
実
施
し
た
こ
と

は
、
驚
嘆
に
値
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

何
ど
き
で
あ
っ
て
も
無
料
で
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
で
き
る
こ
と
は
、
住
民
に
寄
り

添
っ
た
政
策
の
一
端
で
あ
る
。
ま
さ
し

く
地
方
自
治
法
の
本
旨
で
あ
る
福
祉
の

増
進
と
理
解
し
て
い
た
。

国
の
方
針
に
従
わ
な
い
場
合
、
ど
の
よ

う
な
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。

答　

定
期
接
種
に
対
す
る
国
の
支
援
は
、

接
種
費
用
の
３
割
程
度
。
任
意
接
種
に

対
し
て
行
わ
れ
て
い
た
東
京
都
補
助
金

は
な
く
な
り
、
全
額
村
負
担
と
な
る
。

定
期
予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
が
生

じ
た
場
合
、
予
防
接
種
法
に
基
づ
く
救

済
が
受
け
ら
れ
る
が
、
任
意
予
防
接
種

の
場
合
は
、
村
の
予
防
接
種
事
故
災
害

補
償
規
程
に
基
づ
く
補
償
と
な
り
、
補

償
金
額
が
低
く
な
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

任
意
接
種
に
戻
せ
な
い
か

答　

村
と
し
て
は
、令
和
８
年
度
か
ら
、

定
期
予
防
接
種
の
み
の
実
施
と
し
て
い

る
。

定期予防接種のみと定期予防接種のみと
しているしている

帯状疱疹ワクチン帯状疱疹ワクチン
についてについて

山嵜　源重　議員山嵜　源重　議員

動画はこちらから

四季の里
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一
般
質
問

問　

産
廃
処
理
施
設
に
関
す
る
村
長
公

約
と
村
民
の
不
安
解
消
に
つ
い
て
確
認

し
た
い
。
か
つ
て
人
里
地
区
で
産
廃
焼

却
施
設
計
画
が
あ
っ
た
が
、
事
業
者
は

選
挙
前
に
中
止
を
表
明
し
、
現
在
も
再

計
画
は
な
い
と
明
言
し
て
い
る
。
し
か

し
村
長
は
活
動
報
告
で
「
産
廃
阻
止
」

を
掲
げ
続
け
、
新
た
な
計
画
が
起
き
得

る
か
の
よ
う
な
表
現
も
あ
る
た
め
、
村

民
に
不
要
な
不
安
が
残
る
。
一
方
、
本

村
に
は
環
境
保
全
条
例
及
び
紛
争
予
防

条
例
が
整
備
さ
れ
、
将
来
新
規
事
業
が

生
じ
て
も
対
応
で
き
る
体
制
が
あ
る
。

そ
こ
で
伺
う
。

①
現
時
点
で
の
計
画
の
有
無

②
産
廃
阻
止
の
達
成
基
準

③
条
例
に
基
づ
く
体
制
を
広
報
で
示
す

考
え
を
伺
う
。

答　

①
現
在
、
廃
棄
物
焼
却
処
理
施
設

の
計
画
は
存
在
し
な
い
と
認
識
し
て
い

る
。

②
産
廃
阻
止
は
選
挙
公
約
の
一
つ
で
、

達
成
の
区
切
り
を
設
け
ず
自
然
環
境
を

守
る
観
点
か
ら
継
続
し
て
掲
げ
る
考
え

で
あ
る
。

③
村
民
の
不
安
解
消
の
た
め
、
環
境
保

全
条
例
及
び
紛
争
予
防
条
例
の
概
要
や

現
状
を
広
報
等
で
周
知
し
て
い
く
方
針

で
あ
る
。

問　

産
廃
阻
止
を
任
期
中
掲
げ
続
け
る

と
い
う
姿
勢
を
、
村
民
の
安
心
や
村
の

将
来
の
発
展
の
た
め
に
、
よ
り
事
実
に

即
し
て
、
前
向
き
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
へ
と

変
え
る
お
考
え
は
な
い
か
。

答　

産
廃
阻
止
は
引
き
続
き
掲
げ
、
村

政
運
営
を
行
っ
て
い
く
。

問　

村
内
に
は
５
つ
の
群
れ
が
生
息
し

て
お
り
、
藤
倉
群
・
中
里
群
で
は
大
規

模
捕
獲
に
よ
り
成
果
が
見
ら
れ
る
一

方
、
次
の
対
象
で
あ
る
川
乗
群
は
未
捕

獲
で
あ
る
。

サ
ル
管
理
計
画
に
お
け
る
年
度
内
目
標

設
定
と
進
捗
管
理
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

川
乗
群
に
つ
い
て
は
、
62
頭
か
ら

37
頭
を
捕
獲
し
25
頭
と
す
る
計
画
で
あ

り
、
令
和
８
年
３
月
ま
で
の
捕
獲
を
目

指
し
て
い
る
。
大
型
檻
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
専
門
家
の
意
見
や
過
去
の
成
果

を
踏
ま
え
、１
基
で
実
施
す
る
方
針
で
、

設
置
場
所
は
猟
友
会
の
意
見
や
行
動
範

囲
を
考
慮
し
決
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　

駆
除
し
た
サ
ル
の
個
体
は
ど
の
よ

う
に
扱
っ
て
い
る
の
か
。

答　

東
京
都
文
京
区
に
あ
る
東
京
大
学

総
合
研
究
博
物
館
に
全
て
を
引
き
取
っ

て
い
た
だ
き
、
個
体
は
標
本
や
研
究
に

利
用
さ
れ
て
い
る
。

問　

昨
今
、
北
海
道
・
東
北
地
方
を
中

心
に
熊
に
よ
る
人
的
被
害
が
発
生
し
て

お
り
、
檜
原
村
で
も
目
撃
情
報
や
民
家

へ
の
侵
入
事
例
が
確
認
さ
れ
て
い
る
た

め
、
村
と
し
て
の
ク
マ
管
理
計
画
と
安

全
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

村
で
は
生
息
調
査
を
行
っ
て
い
な

い
が
、
東
京
都
の
令
和
２
年
度
調
査
で

は
都
内
に
推
定
１
６
０
頭
が
生
息
す
る

と
さ
れ
る
。
目
撃
通
報
は
令
和
5
年
25

件
、
令
和
6
年
34
件
、
令
和
7
年
は
10

月
末
で
29
件
で
あ
る
。
出
没
時
は
猟
友

会
・
警
察
・
役
場
・
東
京
都
と
連
携
し
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
現
場
対
応
を

行
っ
て
い
る
。
予
防
策
と
し
て
放
任
果

樹
の
伐
採
、
防
災
無
線
に
よ
る
周
知
、

状
況
に
応
じ
た
電
気
柵
設
置
や
一
時
避

難
を
実
施
し
て
い
る
。
安
全
対
策
と
し

て
は
防
災
無
線
で
の
注
意
喚
起
、
登
山

道
へ
の
看
板
設
置
に
加
え
、
熊
ス
プ

レ
ー
の
貸
出
し
を
強
化
し
、
村
民
・
観

光
客
の
安
全
確
保
に
努
め
る
。

産廃阻止は掲げ続ける産廃阻止は掲げ続ける

産廃処理施設に関する産廃処理施設に関する
村長公約と村民の村長公約と村民の
不安解消について不安解消について

青木　亮輔　議員青木　亮輔　議員

動画はこちらから

サ
ル
被
害
の
対
策
に

サ
ル
被
害
の
対
策
に

つ
い
て
（
川
乗
編
）

つ
い
て
（
川
乗
編
）

ク
マ
管
理
計
画
と

ク
マ
管
理
計
画
と

安
全
対
策
に
つ
い
て

安
全
対
策
に
つ
い
て
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委 員 長　　嶋﨑　佐有理

副委員長　　松岡　賢二

委 員　　田中　惣一

委 員　　青木　亮輔

　年末年始を経て、生活のリズムがそろそろ通常運転に戻る頃かと思います。しかしなが
ら、寒さはまだ本番。路面の凍結や体調管理など、冬ならではの「落とし穴」もありますので、
無理せず安全運転でいきましょう。
　一方で、陽だまりには少しだけ春の気配も混じり、日が伸びたことに気づく瞬間があり
ます。澄んだ空気とくっきり見える山の稜線、川面から立つ白い湯気のような気配、夜の
星の多さ。そんな風景の中で、村での暮らしを支える仕組みを整えるのが私たち議員の仕
事だと、冬ほど実感します。
　議会だよりは、村の「今」をできるだけ分かりやすくお届けする「道しるべ」になれれ
ばと思っています。お気づきの点や取り上げてほしいテーマがありましたら、ぜひお声を
お寄せください。寒さはもう少し続きます。皆さまどうぞご自愛ください。（田中）

ひのはら議会だよりは
こちらからも

ご覧いただけます。

編集後記

３月議会のお知らせ（予定）
・議会運営委員会 ２月 １８日（水）

・定例会初日

　（村長所信表明）
３月 ２日（月）

・予算特別委員会
３月 ９日（月）

３月 １０日（火）

・常任委員会
３月 １２日（木）

３月 １３日（金）

・定例会２日目

　（一般質問）
３月 １８日（水）

・定例会最終日 ３月 ２５日（水）

檜原村議会の動画を

ご覧ください

檜原村議会映像
インターネット配信ページは

こちらから↓

詳しくは議会事務局までお問い合わせください。
◎問い合わせ先　議会事務局　598-1128

スマホやパソコンでご覧いただけますので、

ぜひ一度検索してみてください！

檜原村議会　　動画

ひのはら 議会だより　No.184 　2026. 2. 112


